
  ＜３．内部DX＞  バックヤード（内部事務）③内部業務

28 ICT活用による議会も含めたオフィス改革で業務効率向上・ペーパーレス化 【愛媛県西予市】

 タブレット端末導入により、ペーパーレス化・議会活性化を推進
 本庁舎ではフロア改修に合わせペーパーストックレス方針を掲げ、印刷枚数20％減を達成

事業の概要

〇 本庁舎では、フロアの改修について、職員によるオフィス改革プロジェクトチームを創設し、オフィスレイアウトや働
き方、仕事効率のあげ方等を検討し、議会、市民、理事者等への説明を行い、新フロアをオープン。

〇 新フロアでは、「全フロアＷｉ-Ｆｉ」、「全職員ノートPC」、「全職員デュアルモニタ」、「協議はPC（ペーパー
レス）」、「部長室なし」、「袖机なし」、「引き出し付きの机なし」を取り決め、ペーパーストックレスも推進。

〇 書類削減による余剰スペースは、打合せコーナー等を設置し、職員間のコミュニケーションを活性化。
〇 議会では平成28年8月にタブレット端末を導入し、単なるペーパーレス化ではなく、ICT活用により、グルー

プウェア導入による議員のスケジュール管理、各種会議の案内、行政資料の送付など議会活性化に寄与。
〇 ペーパーレス化とペーパーストックレスの取組で印刷経費を大幅に削減している。

平成25年
2,220
万円

令和2年
1,495
万円

令和3年
1,460
万円

▲725
 万円

▲760
 万円

■ペーパーストックレスの効果
■一人当たりの印刷枚数20％削減Befor After（フロア改修前の本庁舎フロア） （フロア改修後の本庁舎フロア）

西予市 オフィス改革（https://www.city.seiyo.ehime.jp/kakuka/seisaku_kikaku/seisakusuishin/digital/office_kaikaku/index.html）

人口：１万人以上
５万人未満庁内のペーパーレス化

https://www.city.seiyo.ehime.jp/kakuka/seisaku_kikaku/seisakusuishin/digital/office_kaikaku/index.html
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事業効果

コスト

 サービス提供事業者等 スケジュール

スケジュールの内訳

検討開始から導入までの期間 ２年４か月

イニシャルコスト ※税抜 約160,000千円 ランニングコスト（1年あたり） ※税抜 （算定不可）
（内訳） • 庁舎改造

• 備品類
• システム
• その他

12,000千
40,000千
48,000千
60,000千

円
円
円
円

（内訳）

（備考） 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に
よる補助額：107,983千円

（備考） 多岐にわたっており、システムの部分は既存のシステムと
密接にかかわっており算定不可

サービス
提供事業者

株式会社STNet、株式会社愛媛電算、サイボ
ウズ、マイクロソフト

サービス名
①総合受付システム、②サイボウズガルーン、
③Office365④Zoom⑤クラウドPBX

運用形態
①個別開発製品をクラウド環境で運用、
②③④⑤パッケージ製品をクラウド環境で運用

R2.6～ 庁内調整
R2.10～ 事業着手

担当部署 メール電話 digital@city.seiyo.ehime.jp0894-62-6404西予市政策推進課デジタル推進課

○ ペーパレス化により65万枚の紙資料を削減し、357,500円の印刷経費を削減した。
○ 書類削減による余剰スペースを活用したフロア改修の結果、部署を超えたコミュニケーションが増加し、事務所が明る

くなり、意思決定も迅速化した。

その他
参画主体

28 ICT活用による議会も含めたオフィス改革で業務効率向上・ペーパーレス化 【愛媛県西予市】

※主にシステム導入等
に係るコストを記載

人口：１万人以上
５万人未満庁内のペーパーレス化
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（総務省）

※特に議会での取組について伺います
取組の経緯・きっかけ、具体的なペーパーレス化手法を教えてください。

議会活性化特別委員会、議会運営委員会からの提言により、ファックス中心であった連絡方法の見直し、ペーパー
レスによる議会活動や各種資料閲覧時における利便性の向上を目的に、平成27年７月、ICT導入検討委員会
を設置し、調査研究を行い、平成28年8月にタブレットを導入しました。
 現在の配布台数（1人1台）議員計18台、事務局職員計5台。
 会議システム導入による会議資料のデータ化、グループウェア導入による議員のスケジュール管理、各種会議の
案内、行政資料の送付など、利用率は100％です。

（西予市）

取組にコストはかかりましたか。
会議システム・グループウェアの使用料、タブレット通信費（機種代含む）、いずれも一般財源です。なお、機種代を

含むタブレット通信費の1/3は議員負担としています。

タブレット端末導入効果や工夫している点を教えてください。
導入から8年が経過し、議員の意識も向上しつつありますが議員間で使用技術や活用頻度に差があります。
 Web会議などのシステム利用等、ICTを活用する機会が広がり、使い方の研修等一定の期間が必要です。
 行政部局からの議員への会議の案内や配布資料等は原則議会事務局を通じてグループウェアで配信することで
郵便料金や印刷代等の削減に努めています。

今後の展望を教えてください。
議会資料に関しては、予算・決算書を除きデータ化したものをタブレットで閲覧しています。

 今後は予算・決算書に関しても、紙ベースでの配付をやめ、データでの配信を検討しています。

【参考情報】  西予市人口：3.5万人（令和５年１月１日現在）
関連ＵＲＬ：ICTを活用したペーパーレス化から働き方改革への取組み

（https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/local_support/ict/jirei/2017_091.html）
「ICT地域活性化大賞２０１７」行政効率化賞 受賞事例

（https://www.applic.or.jp/pdf/future_21/03/6.pdf）
愛媛県主催 行革甲子園2022 出場 働き方改革を実現するオフィスの空間づくり ～withコロナ時代における自治体経営改革～

（https://www.pref.ehime.jp/h10800/shichoshinko/renkei/gyoukakukoushien.html）

☆担当：西予市 議会事務局☆
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人口：１万人以上
５万人未満庁内のペーパーレス化

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/local_support/ict/jirei/2017_091.html
https://www.applic.or.jp/pdf/future_21/03/6.pdf
https://www.pref.ehime.jp/h10800/shichoshinko/renkei/gyoukakukoushien.html



